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地域公共交通総合研究所 第3回シンポジウム

四日市あすなろう鉄道提供 日永駅

育てよう！市民のくらしを守る公共交通
～市民・行政・事業者 三位一体で地域の公共交通を支える～

四日市市の取り組みについて
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四日市市の概要

 人口：312,654人
（平成27年7月1日現在）

 面積：205.58k㎡
 特例市、保健所政令市

 国際拠点港湾 四日市港
外貿コンテナ取扱貨物量
193,531TEU
(全国10位・平成25年)

 製造品出荷額
約2兆6,849億円
(全国11位・平成24年工業統計)

四日市市
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臨海部 石油コンビナートの夜景

日本のシリコンバレー 東芝四日市工場

ものづくりのまち
“四日市”
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四日市市の鉄道路線網図

近鉄四日市駅

ＪＲ四日市駅

三岐鉄道三岐線

近鉄湯の山線
近鉄名古屋線

あすなろう鉄道八王子線

あすなろう鉄道内部線

伊勢鉄道

ＪＲ東海関西本線

四日市市内の鉄道路線

７路線

四日市市内の鉄道駅

３４駅

三岐鉄道北勢線



神前高角線

磯津高花平線

生活バス四日市

山城富洲原線

5

自主運行バス路線

①山城富洲原線
キロ程 20.1km
運行本数 5往復
運行時間帯 7:37～18:23
停留所数 29箇所

②神前高角線
キロ程 11.1km
運行本数 平日7往復

休日6往復
運行時間帯 7:02～18:13
停留所数 19箇所

③磯津高花平線
キロ程 14.6km
運行本数 13往復
運行時間帯 7:05～19:34
停留所数 34箇所

生活バス よっかいち

キロ程 11.5km
運行本数 4.5往復
運行時間帯 8：00～18:52
停留所数 34箇所

三岐鉄道運行委託

三重交通運行委託

三重交通運行委託

三重交通運行委託

四日市市のコミュニティバス
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四日市あすなろう鉄道の概要

あすなろう四日市駅
●八王子線
日永駅～西日野駅
1.3㎞

●内部線
あすなろう四日市駅～内部駅
5.7㎞

Ｊ
Ｒ
四
日
市
駅

近
鉄
名
古
屋
線

762㎜（ナローゲージ：特殊狭軌線）

●駅 数 ９駅
無人駅 7駅
有人駅 2駅

近鉄四日市駅

マッチ箱のようなかわいい電車

四日市の交通と街づくりを考える会提供写真



通学・通勤を中心に、約360万人/年の利用者

努力しても、毎年3億円弱の赤字

車両等の施設老朽化⇒継続運行には設備投資が必要

・・・・・今後どうしていくのか？

鉄道の存続・廃線？！ まちづくりをどうする？！
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近畿日本鉄道時代の内部・八王子線

四日市の交通と街づくりを考える会提供写真



地域・沿線学校等による鉄道存続署名活動

署名総数 １７２，１４４人

市議会に「総合交通政策調査特別委員会」設置

ＮＰＯ団体やボランティアによる利用促進活動

地元住民によるワークショップ
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鉄道存続に向けた多様な動き

平成24年7月14日中日新聞平成25年5月26日中日新聞
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公有民営方式

近 鉄
第一種

鉄道事業者

四日市あすなろう
鉄道株式会社
第二種鉄道事業者

【鉄道施設・車両を借り受けて運行・営業業務を行う】

四日市市
第三種鉄道事業者

【鉄道施設・車両を所有】

出資
市25％
近鉄75％

平成27年3月31日まで

平成27年4月1日から

国・三重県

補助、財政支援

公有

鉄道施設・車両
・土地を無償貸与

利潤 損失

市が
支援

市へ
拠出

民営

鉄道施設・車両を
無償譲渡

土地を無償貸与
（公租公課免除）
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四日市市地域公共交通網形成計画

基本方針
 コンパクトなまちづくり、団地・郊外部の維持、「環境先進都市」といっ
た市の目指すまちづくりを支える『公共交通の維持・活性化』

 便利で安心して利用できる持続可能な『地域公共交通網の構築』

 日常生活の中で地域公共交通を利用したくなる『サービスの提供と雰
囲気づくり』

基本理念

育てよう！市民のくらしを守る公共交通

※特に、存廃問題が顕在化した内部・八王子線については、その持続可能性を追求します。

※公共交通網の構築にあたっては、地域、交通事業者、行政それぞれが主体的に取組みます。
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鉄道事業再構築実施計画による負担

平成27年度から平成36年度までの10年間
四日市市 約20億円

鉄道施設・車両の更新保守費等

国・三重県 約10億円

設備投資等に対する補助金

近鉄 約17億円

一次負担金・資産無償譲渡等

利用者 運賃値上げによる負担増

三位一体で支え合う鉄道へ
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盛り上がる市民の取り組み
ボランティアによる花植え、清掃など
市民主体で地域に必要不可欠な鉄道へ


